

























ている。                   る。これによって,子どもが潜在的に持ってい
子どもに医療処置を行う際の倫理的配慮や基  る対処能力を引き出し,子どもががんばれたと
本的人権の尊重を改めて問い,子どもが安心し  実感できるように関わり,子どもの健全な心の
て治療を受けられるよう,現場では試行錯誤し  発育を支援すること (蝦名,2005)
ている状況である。医療処置の多くは,不快感
があり心地良いものではな|ヽので,子どもイこは     Ⅲ.研究 方 法
事前に言わない方がよいと考える向きがある。
しかし,それは裏切り行為であり,子どもは理  1,研究期間
解力に応じて納得するもの0硯名,2000という考   2006年6月から9月
えが,プレパレーションを通じて,現場でも浸  2.文献検索方法
透してきている。                 以下の手l員で抽出された文献を,本研究の分
本論では,国内における小児へのプレパレー  析対象文献とした。尚,文献検索実施は2006年
ションの現状について,学術論文を対象に内容  6月に行った。 `
を考察する。それをふまえ,課題を明らかにし  1)医学中央雑誌Webで「プリパレーション」





























































第3段階 D為仕acttn 実際の処置中にディス トラクション,おもちゃなどを用いて,
子どもの意識をほかのことに集中させることを行う段階


























































































年にNAWCHCthe National Association for the





















































































































































































































































































































































































































































医療を受ける子どもに対するプレパレー ションの文献概観 -2002年～ 005年の文献を通して一
込山洋美c200①:看護師の立場から,小児看護,    彿 1版),12,有斐閣,東京.
290,5釉鵠.             田中恭子c200①:プレパレーションガイドブッ
岡堂哲雄(198働:小児ケアのための発達臨床心    ク(第1版),4,15,31,107,日総研出版,




A Literature Revie耶弓 蜘 atiOn for Children
Receiving Medical Care in J刺珀n
Maki WAr「ANABE and Emiko TAKAHASHI
Abstract
From aricles written about he prttent statt of pFeparation for i?mts in Jap顔,
we 血。ught about heF collttnts and several 憔腔d proble■ls, And 、ve also
tllought about what kind of tllings would be demanded from nuFSeS in he ftlェ
位re.Today,preparation for infants is spreDditt ill Japall,Bdt here are pres‐
elltly few.studiehs about dね仕誕don and pott procedttre play.It ?l b∝ome a
problem in he fllttre to study ttesc ields` HoweveF,tllere are mtt studies
con∝ming the latter har of infancy,■is a desired pFeparauon for all ages nЮm
an ehical point of ?ew.■?■∞nceivably become a problem ? 血e fttture to
sttldy pFepTaio4 for more infant childFen.Alld tt will』にo become a pЮbl m to
develop a distraO伍on ool,in particular.
Key wOrds and PhrasesipreparatiOn,distraction,post procedure playJ prcparation
tool,、pediattic nunsing
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